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世界を知ろう・世界とつながろう 
～地球の一員として、私達にできること～
河室　陽子	佐賀県基山町立若基小学校河室　陽子	佐賀県基山町立若基小学校

■教科・科目：外国語科・道徳・総合　■対象学年（人数）：6 年 1・2 組（45 名）

■実践年月日・期間（時数）：2023 年 9 月～ 11 月（12 時間）

【実施概要】

1.		実践する教科・

領域：	

	

外国語科、道徳、

総合的な学習

2.	学習領域

1 ２ ３ ４

A 多文化社会 文化理解 文化交流 多文化共生

B グローバル社会 相互依存 情報化

C 地球的課題 人権 環境 平和 開発

D 未来への選択 歴史認識 市民意識 社会参加

3.		単元の目標（評価規準を意識して設定）：

　・	外国の文化に関心を持ち、日本との共通点・相違点・つながりを調べる活動を通して、

自分と異なる文化を理解し受け入れようとする態度を育む。

　・	日本が行っている技術援助等の国際協力について調べ、世界の課題を知り、自分にで

きることや役割について考える。

4.		単元の評

価規準

①知識及び技能 ・	世界には様々な国や文化があることを理解して

いる。

・	世界の課題を解決するために人々が協力して活

動していることを知り、国際社会の中で日本が

果たしている役割を理解している。

②思考力、判断力、

表現力等

・	各国の文化の共通点と相違点を見つけ、よさを

考えようとしている。

・	ベトナムの現状から学習課題を設定し、地域社

会から自分にできることや、日本人としての役

割を考えることができる。

③主体的に学習に取

り組む態度

・	ベトナムや世界の文化に興味を持ち、グループ

活動や発表に進んで取り組もうとしている。

・	ベトナムや世界で起きている問題の解決のため

に取り組む人々の活動に関心持ち、学習課題に

向けて意欲的に取り組もうとしている。
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5.		単元設定

の理由・

単元の意

義	

	

（児童 /

生徒観、

教材観、

指導観）

【単元設定の理由あるいは単元の意義】

　本単元では、ベトナムのことを中心に多くの写真や実物に触れながら、

他国と日本の文化の違いを知り、世界の多様性を感じることができる。ま

た、世界に数多く存在する国の中の一つとしてベトナムや日本を捉え、そ

の良さを紹介する活動を通して、どの国にも違った良さがあることに気付

き、互いを尊重して共生することの大切さを実感することができる。グロー

バル化の進展により、現代社会では世界規模で問題を捉え解決策を考える

ことが重要である。

【児童／生徒観】

　本学級には外国籍の A 児、ベトナムで数年間生活した経験のある B 児が

在籍しており、日頃から他国の文化や言葉に興味・関心が高い。日本語で

伝わらないときには自分の知っている簡単な英単語や身振り手振りを使っ

て、なんとか相手に伝えようとする粘り強さがある。A 児の努力や日本語

の上達に気付き、「すごい！」「がんばれ。」と素直に認め、応援する児童が

多い。また、外国語の学習では ALT と積極的に関わり、思いや考えを伝え

合おうとする姿も見られる。その一方で、メディアを通して知った日本と

他国の文化や習慣の違いを受け入れられず、他国に対して否定的なイメー

ジを持っているような発言も見られる。目の前にいる相手が自国の文化に

誇りを持って力強く生きているのと同じように、全ての国の人達がそれぞ

れに異なる文化を持ち、その文化を大切にしていることに気付かせ、全て

の国の課題を自分事として捉えられるようになってほしい。

【教材観】

　ベトナムの現状と課題、その解決に向けた日本や世界の取り組みを知る

ことを通して、世界規模で問題を捉えることの必要性や、日本と他国との

つながりに気付かせたい。また、よりよい社会の発展に向けて、身近な地

域社会から始められることを考えさせたい。5 年生で学習した SDGs の取り

組みとつなげ、自分達にできることを考え、その実現に向けて一歩を踏み

出し、粘り強く取り組む態度を育みたい。

【指導観】

　教師海外研修を通しての経験を、写真や動画、持ち帰った実物等を教材

として活用し、日本とベトナムの違いと共通点に触れ、興味を引き出す。

研修出発前に児童が興味を持っていた食べ物やバイク、ファストファッショ

ン等身近な話題を導入として、その背景にある途上国の課題や日本とベト

ナムのつながりに気付かせたい。11 月に予定している修学旅行に向けた折

り鶴作りでは、ベトナムの子どもたちと一緒に作った折り鶴やプレゼント

してもらった折紙を紹介する。平和を願う気持ちはどの国の人も同じであ

ることを意識しながら、全校児童と共に鶴を折らせる。外国語「See	 the	

world」では、世界の様々な国の住居や食べ物、民族衣装等の文化に触れ、

その国々の中の一つとしてベトナムを英語で紹介させる。日本とベトナム

のみならず、世界中には多くの国があり、どの国の人々も自国の文化に誇

りを持って生活していること、違いを知り尊重し合うことの大切さに気付

かせたい。道徳では JICA 海外協力隊の学習を通して、国際理解・国際親善

について考える。日本人が国際社会の一員として活動する意義を感じさせ

たい。総合では北九州とハイフォン市のビンニエン下水処理場、ハロン湾

開発における JICA の取り組み、鳥栖市における技能実習生の現状に触れ、

学習課題を設定し、世界の人々が安心と信頼の中で暮らせる社会の実現に

向け、身近な地域社会から自分達にできることを考えさせたい。
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6.	単元計画（全 12 時間）

時 ねらい 学習活動 資料等

1

総合

ベ ト ナ ム を 知 ろ う

①

写真や動画のスライドを見て、ク

イズ形式でベトナムの食べ物や生

活について知る。

ベトナムの写真・

動画

2

総合

ベ ト ナ ム を 知 ろ う

②

ベトナムの歴史や子どもたちの活

動を知り、修学旅行の折り鶴作り

に向けて意識を高める。

ベトナムの写真・

動画

ベトナムの子ども

たちと一緒に折っ

た鶴の折り紙

3

学校

行事

願 い を 込 め て 折 り

鶴を作ろう。

修学旅行に向けて全校児童と協力

して、平和への思いを込めて折り

鶴を折る。

4

道徳

JICA ってなんだろ

う？「米作りがアフ

リカを救う」

JICA 海外協力隊について知り、国

際理解・国際親善について考える。

JICA 活 動 に つ い

てホームページ参

照

5

総合

ベ ト ナ ム と 日 本、

JICA の活動につい

て考えよう①

北九州とハイフォン市のビンニエ

ン下水処理場の関係、ハロン湾開

発における JICA の取り組みに触

れ、学習課題を設定する。

ベトナムの写真・

動画

日本の昭和初期頃

の写真・動画

6

総合

ベ ト ナ ム と 日 本、

JICA の活動につい

て考えよう②

安心と信頼の中で暮らせる社会の

実現に向け、身近な地域社会から

自分達にできることを考える。

ま と め 用 ワ ー ク

シート

7

総合

私達にできること 前時までに考えた「私達にできる

こと」をグループ毎に発表し合う。

タブレット（スラ

イド機能）

8

外国語

( 本時 )

See	 the	 world ～

世界を知ろう～①

ベトナムをはじめ他国の食べ物や

伝統衣装について知り、日本との

共通点や相違点を見つける。

ベトナムの民族衣

装（アオザイ）食

べ物の写真等

9

外国語

See	 the	 world ～

世界を知ろう～②

人々の文化を紹介する文を英語で

書き、発表し合う。
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7.	本時の展開（概略）

本時のねらい：日本と他国の食文化や民族衣装の共通点と相違点を知り、互いを尊重する

態度をもつことができる。

過程・

時間

教師の働きかけ・発

問および学習活動

指導上の留意点

（支援）

資料（教材）

導入

(5 分）

展開

(35 分）

1		Greeting( 挨拶 )

後に Opening	Song

を歌い、声を出す。

2		Let’s	Watch	and	

Think	

イタリア・スペイ

ン・ベトナムの有

名な食べ物につい

て聞き、日本と似

ているところや違

うところについて

Jamboard に表し、

話し合う。

3		Feint	Repeat	

Game	

指導者が指すカー

ドを読む。ただし、

指導者は時々指し

たものとは違うも

のを言うので惑わ

されないようにす

る。

4			Let’s	Play	

チマチョゴリ・ディ

アンドル・サリー・

アオザイの写真と、

各国の国旗（韓国・

ドイツ・インド・

ベトナムの民族衣

装）を線でつなぐ。

〇	挨拶後、歌を一緒に歌うことで、

ウォームアップを図る。

〇	気持ちを表す表現をカードで提示

することで、児童が自分で選んで

それぞれの気持ちを表現できるよ

うにする。

〇	各国の子どもたちから、その国の

食べ物を紹介する手紙が届いたこ

とを説明し、ALT がゆっくりと読

み上げる。

〇	ベトナムの食べ物として、ブン

チャーを紹介する。

〇	聞き取りメモをもとにして、グ

ループ毎に日本との共通点や相違

点を考えさせる。このとき、日

本や海外の食べ物を知り、興味を

持って尊重しようとする態度の育

成に重点を置く。発表やグループ

ワークでは日本語のやり取りが多

くなるが、英語にこだわらず、進

めたい。

〇 	Feint	 Repeat	 Game の出題単語

は、本時で使う国の名前を用いて、

本時の学習の足がかりとする。

〇	はじめに ALT と単語の正しい読み

方を練習し、意味や読み方の理解・

定着を図る。

〇	ゲームが始まったら ALT は、読む

ことに自信がない児童の近くで、

一緒に正しい単語を読むことで、

自信を持たせる。

〇	総合で学習したアオザイの言葉の

意味やアオザイの特徴を想起さ

せ、前時までの学習とつなげる。

〇	各国の子どもたちからの手紙とし

てヒントを 3 つ準備しておき、子

どもたちが名前を選んで 1 通ずつ

順に読んでいく。

○					歌	

「What’s	your	

nationality?」

○	気持ちの表現

カード（黒板

掲示）

○	各国の子ども

たちからの手

紙

○ Jamboard

○	食 べ 物 紹 介

カード

○	フ ラ ッ シ ュ

カード

○	ヒントのお手

紙

○ Jamboard

Let’s	start	English.	How	are	you?	I’m	〇〇.	What	day	is	today?

What’s	the	date	today?		How	is	the	weather	today?
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まとめ

(5 分）

5			真実の口ゲーム	

ペアになり、一人（A）

は片手で犬の口のよう

な形を作り、もう一人

（B）はその中に指を

入れるようにして備え

る。教師が読み上げる

文章を聞き、正しけれ

ばそのまま動かない。

嘘ならば、A は噛みつ

き、B は噛まれないよ

うに素早く指を抜いて

逃げる。

6		Review	

振り返りをする。

〇	教師が読み上げる文は、これまでに学

習した各国の食べ物や民族衣装につい

て取り上げる。また、総合で学習した

ベトナムの町や人の様子も取り入れる

ようにする。

（例）	 In	 Vietnam,	 many	 people	 ride	

motorcycles.

In	the	U.S.A,	hot	dogs	are	famous.

〇	新しく学んだ言葉や表現などについて

発表させる。

〇	英 語 学 習 の め あ て（Challenge、

Understand、Have	 Fun）に沿って活

動できた児童の頑張りを価値づけ、次

時の活動を紹介し、意欲を持たせる。

8．	評価規準に基づく本時の評価（評価方法）	

【評価規準】これまでにベトナムについて学習したことをもとに、日本とベトナム、

その他の国々との食文化や民族衣装の共通点や相違点について進んで調べ、考えよう

としている。	

【B】Jamboard で、日本と他国の文化について比較し、相違点や共通点を書くことが

できる。	

【A】Jamboard で、日本と他国の文化について比較し、相違点や共通点、各国のよさ

を 3 つ以上書くことができる。

9.		学習方法および外部との連携	

総合（前時まで）の学習では、ベトナム研修で出会った子どもたちや町の様子について、

写真・動画・実物を通して紹介した。「一日一ベトナム」と題して、少しずつ紹介す

ることで、子どもたちは異文化に興味を持ち、「次のベトナムの紹介は何の紹介です

か？」と楽しみにしている様子だった。また、外国語の学習では、ベトナムについて

扱うと同時に、ALT の出身国であるジンバブエについても多く取り扱い、異文化を身

近なものとして感じ、親しみを持てるようにした。

10.		学校内外で国際理解教育・授業実践を広める取り組み	

外国語専科教員と協力し、他クラスでもベトナムについて紹介してもらうようにし

た。

In	〇〇（国の名前）,they	have	～.

　　　　　　　　　	,○○	are	famous.
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11. 苦労した点 ベトナム研修を通して、実際に自分の目で見て、肌で感じ、直接人

と関わることの大切さを実感した。自分が感じた空気感を、日本に

住んでいる子どもたちにどうやって伝えたらいいだろうかと考えた。

食べ物や洋服、同年代の子どもたちのことなど、まずは子どもたち

が興味を持ちそうなところから紹介するように心がけた。

12. 改善点 総合ではベトナムと日本のつながりについて考える学習を行った。

ベトナムにおける JICA や北九州の取り組み、技能実習生の方の働き

方等の日本国内における課題について、もう少しくわしく取り扱い、

課題意識を深められたらよかった。時数が足りなくて、あきらめた

ことも多い。3、4 年生の外国語活動で異文化に触れる機会を増やし

たり、5 年生の社会や総合で環境についての学習に組み込んだりして、

発達段階に合わせて少しずつ取り入れる必要があるように思う。

13.	成果が出た点 総合におけるベトナム調べや修学旅行での平和学習、社会科におけ

る歴史学習や外国語での異文化理解学習等、様々な教科で取り扱う

ことで、子どもたちはベトナムや環境問題を身近に感じることがで

きた。何気ない会話の中にベトナムに関する話題が出てきたり、ベ

トナムについて ALT に紹介しようと懸命に英語で話しかけたりする

姿が見られた。これを機に、ベトナムをはじめとした他国に興味を

持ち、人とつながることの楽しさを感じながら、学習を深められる

ようにしたい。

14. 学びの軌跡 第 4 時の道徳「米作りがアフリカを救う」では、JICA の活動を知り、

他国と協力して互いに高め合うことのできるよりよい関係を築いて

いこうと考えることができた。また、第 5、6 時の総合では、北九州

とハイフォン上下水道の関係、ハロン湾開発における JICA の取り組

みに触れた。環境問題は他人事ではなくこれまでの日本でも問題に

なっていたこと、持っている技術を共有し、共に歩んでいくことの

必要性、また、開発途上国が将来自立して開発、発展していけるよ

うな支援の仕方を工夫しなければならないことに気付くことができ

た。

本単元では、単元全体を通して日本とベトナムの「おなじ」「ちがい」

「つながり」を知ること、それを尊重する態度の育成を目指し、大切

にしてきた。

本時の外国語でも、他国との食文化や民族衣装の違いについて扱っ

た。子どもたちは箸や米食などの、日本とベトナムの間の共通点に

気付くことができていた。また、どの国にもそれぞれ違った食文化

があり、どの国の人も自国の食材や料理を「おいしい」と感じ、大

切にしていることに気付くことができた。

【自己評価】
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15.	授業

者に

よる

自由

記述

今回の研修を通して、改めて異文化理解の大切さと難しさを実感した。日本

は日常生活において外国語を使う機会が少なく、異文化に触れる機会も比較

的少ないように思う。しかし、本県においても、外国にルーツを持つ児童の

数は徐々に増えてきている。実は技能実習生の方に支えられている産業がと

ても多いことも知った。相手を理解し、互いに尊重し合うことの大切さを、

子どもたちに伝えていきたい。
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未来のためにわたしがやりたいこと 
～ベトナムのくらし調べを通して～
栗田　和幸	熊本市立泉ヶ丘小学校栗田　和幸	熊本市立泉ヶ丘小学校

■教科・科目：総合的な学習の時間　■対象学年（人数）：3 年生（68 名）

■実践年月日・期間（時数）：2023 年 11 月～ 12 月（7 時間）

【実施概要】

1.		実践する教科・

領域：	

	

総合的な学習の

時間

2.	学習領域

1 ２ ３ ４

A 多文化社会 文化理解 文化交流 多文化共生

B グローバル社会 相互依存 情報化

C 地球的課題 人権 環境 平和 開発

D 未来への選択 歴史認識 市民意識 社会参加

3.	単元の目標（評価規準を意識して設定）：

　　・世界の国々の多様性に気付く

　　・ベトナムを通して、自分自身の生活を見つめ直す。

　　・異文化への興味を喚起して、広い視野で物事を考える素地を養う。

4.		単元の評

価規準

①知識及び技能 世界には多くの国々があり、それぞれの文化があ

ることを理解している。

②思考力、判断力、

表現力等

ベトナムと日本の文化の共通点と相違点を見つけ、

それぞれの文化のよさを考えようとしている。

③主体的に学習に取

り組む態度

ベトナムと日本の文化を比べることで、自分の生

活をふり返ろうとしている。

5.		単元設定

の理由・

単元の意

義	

（児童 /

生徒観、

教材観、

指導観）

【単元設定の理由あるいは単元の意義】

　世界には多くの国々があることを知り、ベトナムを例に挙げ、実物や写

真を用いることで、興味関心をもって異なる文化や習慣があることに気

付くことができる単元である。例えば水に関しては、1 日の 1 人あたりの

水道の使用量が熊本市の 226L に比べ、ベトナムでは需要 120L に対して

100L ほどの供給になっていることなど、ベトナムと日本を比較すること

で、自分たちの生活を見つめ直すきっかけにもなる。

【児童観】

　第 3 学年から始まった外国語活動の授業で、様々な国のあいさつや数字

やじゃんけんなどの言い方について体験を通して学んできた。数字の学習

では指を使って数えるやり方が違うことに動画を見て気付くことができ

た。また、近い国は言葉や容姿が似ていると思うなどの感想も聞かれた。　　

　国語ではローマ字を学習し、アルファベットや他の国の文字にもとても

興味を持っている。事前アンケートでは、食べ物や言葉、建物などの日常

生活や、学校生活、人々についてなど多くのことについて知りたいという

意見が挙がっていた。
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【教材観】

　ベトナムの下水処理場の動画やベトナムでのごみ箱やごみを回収されてい

る方の写真を提示して、考える時間を確保し、来年度第 4 学年で学習する「水

はどこから？」と「ごみはどこへ？」につながる単元に位置づける。

【指導観】

　第 1 時では、世界の国々や言語について知り、世界についての興味関心を

高めるきっかけとする。世界の国々から、一例としてベトナムを紹介する。

フォトランゲージを活用したクイズ形式でベトナムのくらしについて学んで

いく。本時では、ベトナムの算数の問題に挑戦したり、次時ではダーカウを

やってみたりするなど、体験を通して関心を高められるように指導していき

たい。

　第 6 時には、ベトナムから世界全体に視点を戻して、絵本『世界がもし

100 人の村だったら』を参考に、「世界がもし 33 人の 3 年 1 組（2 組）だったら」

という題で、「33 人のうち、○人は住む家があるけど○人は…。」など世界

の人口を学級の人数に置き換えて、世界の現状をとらえやすくなるように支

援する。

　トイレの使い方など、互いの文化の違いにふれる中で、課題を見つけてい

きながらも、他国の文化を見下すような考えをもつのではなく、その理由を

正しく理解していき、それぞれの文化のよさを発見できるような視点で指導

していきたい。また、日本は途上国に援助を行っている一方で、エネルギー

や資源、食料の輸入によって産業が支えられているという現状がある。信頼、

協力し合う関係づくりが大切であることに気付かせたい。

　小学生の様子などを知ることで、自分たちと同じ思いや願いを持って生き

ていることを感じ、自分たちの生活を見つめ直すきっかけにしたい。

6.	単元計画（全 7 時間）

時 ねらい 学習活動 資料等

1 〇	世界にはたくさん

の国があることを

知ろう。

・	世界には多くの国が

あり、世界地図の違

いなど様々な角度で

考える広い視野を身

に付けさせる。

〇	知っている国の名前を

書き出す。

〇	日本が中心に描かれて

いないものなど、いく

つかの世界地図を見比

べる。

〇	世界には多様な言語が

あることを知る。

・世界地図

・あいさつの動画

2 〇	クイズを通してベ

トナムについて知

ろう。

・	実物をさわったり、

写真を見たりするこ

とで、日本との共通

点や相違点を実感さ

せる。

○	ベトナムの位置、地形

などを知る。

○	ベトナムの品物や写真

を見て、クイズに答え

る。

〇	看板などの写真から日

本とのつながりを見つ

ける。

・世界地図

・	紙幣、ベトナム語の新聞・

漫画、焼物など

・写真

35



授
業
実
践
報
告

3

本時

〇	ベトナムの小学校について　　　　

知ろう

・	昼寝など小学校の様子につ

いて知ることで、関心を高

める。

〇	ベトナムの算数の教科書に

挑戦してみよう。

・	数字や記号はベトナムと同

じ（似ている）ことを知り、

同じようなことを学んでい

ることを実感させる。

〇	机が広がる写真を見て、何

に使うのかを想像する。

〇	どうして昼寝をするのかを

考える。

〇	日本語が学ばれている様子

を視聴する。

○	ベトナムの 3 年生の算数の

問題（かけ算、わり算）を

解く。

〇	教科書や問題について、日

本と同じところや違うとこ

ろ、気付いたことなどを交

流する。

・	ベトナムの小学

校の動画・写真

・	ベトナムの日本

語学習の参考書

・	ベトナムの算数

の教科書（3 年

生 )

・	プリント ( 教科

書から抜粋して

印刷 )

4 〇	ダーカウと日本の羽根つき

をやってみよう。

・	体を動かして楽しくベトナ

ムの文化にふれる。

○	ダーカウの羽を見て、どう

やって遊ぶのかを想像す

る。

〇	グループに分かれて、円形

パスをする。羽根つきも

やってみる。

・ダーカウの羽

・ダーカウの映像

・羽子板

5 〇	ベトナムと日本（熊本）の

水の使い方について考えよ

う。

・	ベトナムと日本（熊本）で

は水の使用量、使い方がち

がうことに気付かせる。

〇	小学校での給水機や下水処

理場、トイレ、冠水した道

路の写真を見る。

〇	熊本の水の使用量が九州で

最も多いが、取り組みのお

かげで少なくなってきてい

ることを知る。

・写真

・ペットボトル

6 〇「	世界がもし 33 人の 3 年 1

組（2 組）だったら」を

考えよう。

・	学級の人数で考えることで

世界の現状をイメージしや

す く さ せ、 そ れ ぞ れ が 自

分事として課題意識を持つ

ことができるように支援す

る。

〇	人数を予想することで、そ

れぞれの問題について深く

考える。

〇	感じたことや考えたことを

書き、班や全体で交流する。

〇	未来のために解決していか

なければならない課題につ

いて意見を出し合う。

・	『ワークショッ

プ版	 世界がも

し 100 人 の 村

だ っ た ら	 第 6

版』

・タブレット

7 〇	未来のためにやりたいこと

を考えよう。

・	これまでの学習を全体でふ

り返った後、個人で考えを

文章にまとめる時間を充分

に確保する。

〇	感じたことや考えたこと、

これから取り組んでいきた

いことを書き、班や全体で

交流する。

・ワークシート

・タブレット
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3

本時

〇	ベトナムの小学校について　　　　

知ろう

・	昼寝など小学校の様子につ

いて知ることで、関心を高

める。

〇	ベトナムの算数の教科書に

挑戦してみよう。

・	数字や記号はベトナムと同

じ（似ている）ことを知り、

同じようなことを学んでい

ることを実感させる。

〇	机が広がる写真を見て、何

に使うのかを想像する。

〇	どうして昼寝をするのかを

考える。

〇	日本語が学ばれている様子

を視聴する。

○	ベトナムの 3 年生の算数の

問題（かけ算、わり算）を

解く。

〇	教科書や問題について、日

本と同じところや違うとこ

ろ、気付いたことなどを交

流する。

・	ベトナムの小学

校の動画・写真

・	ベトナムの日本

語学習の参考書

・	ベトナムの算数

の教科書（3 年

生 )

・	プリント ( 教科

書から抜粋して

印刷 )

4 〇	ダーカウと日本の羽根つき

をやってみよう。

・	体を動かして楽しくベトナ

ムの文化にふれる。

○	ダーカウの羽を見て、どう

やって遊ぶのかを想像す

る。

〇	グループに分かれて、円形

パスをする。羽根つきも

やってみる。

・ダーカウの羽

・ダーカウの映像

・羽子板

5 〇	ベトナムと日本（熊本）の

水の使い方について考えよ

う。

・	ベトナムと日本（熊本）で

は水の使用量、使い方がち

がうことに気付かせる。

〇	小学校での給水機や下水処

理場、トイレ、冠水した道

路の写真を見る。

〇	熊本の水の使用量が九州で

最も多いが、取り組みのお

かげで少なくなってきてい

ることを知る。

・写真

・ペットボトル

6 〇「	世界がもし 33 人の 3 年 1

組（2 組）だったら」を

考えよう。

・	学級の人数で考えることで

世界の現状をイメージしや

す く さ せ、 そ れ ぞ れ が 自

分事として課題意識を持つ

ことができるように支援す

る。

〇	人数を予想することで、そ

れぞれの問題について深く

考える。

〇	感じたことや考えたことを

書き、班や全体で交流する。

〇	未来のために解決していか

なければならない課題につ

いて意見を出し合う。

・	『ワークショッ

プ版	 世界がも

し 100 人 の 村

だ っ た ら	 第 6

版』

・タブレット

7 〇	未来のためにやりたいこと

を考えよう。

・	これまでの学習を全体でふ

り返った後、個人で考えを

文章にまとめる時間を充分

に確保する。

〇	感じたことや考えたこと、

これから取り組んでいきた

いことを書き、班や全体で

交流する。

・ワークシート

・タブレット

7.		本時の展開（概略）	

本時のねらい：ベトナムの小学校の写真や動画を見たり、算数の教科書の問題を解い

たりする活動をとおして、自分たちとの共通点や相違点に気付かせる。

過程・

時間

教師の働きかけ・発問および学習

活動

指導上の留意点

（支援）

資料（教材）

導入

(7 分）

展開

(30 分）

まとめ

(8 分）

1　	ベトナムの小学校の写真や動画

を視聴する。

2　	教室の机が広がる写真を見て、

何に使うのかを班で想像して話

し合う。

3　	ベトナムの小学生が日本語を

話 し て い る 様 子 を 視 聴 す る。	

・	児童や校舎の様子などについ

て、日本と同じところや違う

ところ、気付いたことなどを

交流する。　

4　	児童センター（習い事）の様子

を視聴する。

5　	ベトナムの 3 年生の算数の問題

を解く。	

・教科書や問題の出し方につい

て、日本と同じところや違うと

ころ、気付いたことなどを交流

する。

6　本時の感想を発表する。

班で話し合うことで意

欲を高める。

前時に学んだベトナム

の方が日本に多くい

らっしゃることを想起

させる。

言葉が分からなくても

問題が解けることを実

感させる。

・	ベトナムの小学

校の動画・写真

・	両国の気温のグ

ラフ

・	ベトナム人の 1

日の過ごし方

・	ベトナムの算数

の教科書（3年

生用 )

・	プリント (教科

書から抜粋して

印刷 )

8．	評価規準に基づく本時の評価（評価方法）	

ベトナムと日本の文化の共通点と相違点を見つけ、それぞれの文化のよさを考えよう

としている。（発言、行動観察、ワークシート）

9.		学習方法および外部との連携	

・写真や動画を多く活用し、ベトナムの様子を実感できるようにする。	

・ペアや班での活動を多く取り入れ、活発に意見交換ができるようにする。

10.		学校内外で国際理解教育・授業実践を広める取り組み	

・校内研修で全職員にベトナムで学んだことを発表	

・授業実践を他の教員が参観	

・全校集会で代表児童が全校児童に学んだことを発表

ベトナムの小学生について知り、同じところと違うところを見つけよう。
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11.	授業実践の様子　　

机が開いて何に使われるのかを話し合う活動　　小学校の教室に書かれている漢字を読む活動　　

ベトナムの算数の教科書の問題に取り組む様子　

　算数の教科書の問題に取り組んだことで、違うところばかりでなく、自分たちと同じとこ

ろもあることに気づくことができていた。また、ベトナムの小学生の生活を知る活動を通し

て、「昼寝がうらやましい・昼寝をするよりも早く帰りたい」など、自分たちの生活と結び

付けて振り返ることができていた。　　
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全校集会で代表児童が発表　　休み時間に地球儀を見ている様子　　

　私が夏休みに行ったベトナムについて知りたい、と取り組む前から授業を楽しみにしてく

れていた児童が多く、学習意欲がとても高かった。他教科の授業や休み時間などにも「他の

国ではどうだろう？」というつぶやきが出てくるほど、授業実践を通してベトナムだけでな

く、世界中の国々のことについて関心が高まってきたことが感じられた。

　全校集会で発表を聞いた他学年からは、「日本語を上手に話してびっくりしました。」（2

年生）「日本にも素敵なところがたくさんあるので、それを発信していきたいと思います。」（6

年生）など、様々な視点での感想が出た。

(1)		苦労した点	

ベトナムで撮影した動画や写真の中から、授業のねらいに合うものを考えながら、どれ

を授業で活用するかを選ぶ作業に時間をかけた。

(2)		改善点	

ベトナムではなぜ昼寝をする文化があるのかを気候の違いなどをグラフで見つけながら

深めていく活動を準備していたが、児童の反応を見ながら実施しなかった。また、4 年

生で学習する水やゴミについて、熊本市の実態とベトナムの様子を比較しながら考える

活動を行ったが、発達段階として少し早すぎたように感じた。他教科での学びと結び付

けて単元を構成していく必要があったと思う。

(3)		成果が出た点	

授業を通して、世界にはたくさんの国があり、色々な文化があることを感じることがで

きていた。また、多様な考え方にふれることで、友だちとのコミュニケーションなどで

も相手を理解しようという気持ちが少しずつ育ってきたように感じた。

(4)		備考	

この研修に参加させていただいたことに本当に感謝している。JICA 職員の方々や一緒

に学んでくれた先生方、現地で出会った多くの方々など、たくさんの人たちとの出会い

のおかげで、私自身も大きく成長することができた。今後も自ら学び続ける姿勢を持ち

続け、子どもたちに伝えていきたいと思う。

【自己評価】
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参考資料

【資料】授業で使用したスライドの一部

この机をどのように使うのでしょうか

ハイフォン市児童文化センター
・小、中学生	約 4000 人

週 2 回	( 夏休みなどは週 4 回 )

運動場

現地取材！世界のくらし⑨　ベトナム　　（文・写真　小原佐和子　ポプラ社）

ワークショップ版　世界がもし 100 人の村だったら　第 6 版　（DEAR　開発教育協会）
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ベトナムから始まる国際理解
一ノ瀬　めぐみ　　私立長崎精道小学校一ノ瀬　めぐみ　　私立長崎精道小学校

■教科・科目：総合的な学習の時間（みじょ娘プラン）・国語　■対象学年（人数）：5 年 1 組（14 名）

■実践年月日・期間（時数）：2023 年 7 月～ 12 月（12 時間）

【実施概要】

1.		実践する教科・

領域：	

	

総合的な学習の

時間	

（みじょ娘プラ

ン）	

国語

2.	学習領域

1 ２ ３ ４

A 多文化社会 文化理解 文化交流 多文化共生

B グローバル社会 相互依存 情報化

C 地球的課題 人権 環境 平和 開発

D 未来への選択 歴史認識 市民意識 社会参加

3.				単元の目標（評価規準を意識して設定）：

			・	ベトナムを通して、世界の国に興味を持ち、共通点や相違点を考えることによって、

国際的な視野を持つことができる。

			・	SDGs が世界共通の目標であることを理解し、今までの学びを深め、世界へ発信して

いくことができる。

			・	世界の問題を自分事としてとらえ、積極的に世界や世界の人々とつながりをもとう

と行動することができる。

4.		単元の評

価規準

①知識及び技能 他国の文化を知り、理解することができる。

②思考力、判断力、

表現力等

国による様々な違いと差に気付き、世界中が幸せ

になる未来を想像し、考え行動につなげることが

できる。

③主体的に学習に取

り組む態度

世界の国に興味を持ち、異文化を理解しようとす

る姿勢がある。

5.		単元設定

の理由・

単元の意

義	

（児童 /

生徒観、

教材観、

指導観）

【単元設定の理由あるいは単元の意義】

	 教師海外研修でベトナムを訪れ、様々な人と出会い、多くのことを学ん

だ。ベトナムという遠くて近い国について、子どもたちに知ってもらい、

その上で国際的な視点や多文化を知ることの楽しさを知り、世界に羽ば

たくレディに成長してもらいたいと思い実践した。違いをおそれずに、

楽しみながら自分も他者も認めて共生していく力を身に付けることは、

これから子どもたちが生きていく社会では必要なことである。世界中の

国、そこで生きている人々のことを想像し、その異なる文化に触れるこ

とで、自分の置かれている立場に気付くと同時に、持続可能な社会のた

めに協力して生きていくことの大切さに気付くことができるであろう。
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【児童／生徒観】

	 本学級の児童は、海外に大変興味を持つ児童が多い。海外で数年生活を

していた児童が 1 名在籍している。他にも海外に足を運んだ経験のある児

童や、この夏には 1 ヶ月マレーシアに留学した経験のある児童が 2 名い

る。今回教師海外研修で訪問したベトナムへ行った経験のある児童はおら

ず、ベトナムについては場所も知らなかった児童が大半である。外国語の

学習には積極的で、オンラインで外国のインターンと日常的な会話をする

ことができる。6 年生にナイジェリアからの転入生が来た際は、積極的に

コミュニケーションを行い、簡単な質問を英語でしたり、一緒に下校した

りする姿がみられた。英語には苦手意識のある児童もいるが、外国の文化

や SDGs にはとても興味をもっている。1 学期に実施したアンケートでは、

ベトナムについて、食事や言語、衣食住などの文化についてもっと知りた

いと思っていることがわかった。

【教材観】

	 本単元では、日本とかかわりの深い国であるベトナムを通して、世界に

目を向け、世界の様々な側面について、関心を広げることを目的としてい

る。ベトナムと日本は国交 50 周年という記念の年であり、また、長崎と

ベトナムは朱印船貿易時代からの関わりがある。ベトナムを中心として、

広く世界に目を向け、いろいろな国の人々の生活・文化・自然に興味を持っ

てほしい。そして、調べたことや考えたことをもとに、視野を広げ、それ

をもとにローカルの視点で自分の身近な人々や自然とのつながりを大切

にすることをねらいとしている。世界中の国と日本には同じ所や違うとこ

ろがあるということを知ることで、学んだことを生かして自分には何がで

きるかを考えることにつながる。また、日本の生活・文化・自然と他の国

の生活・文化・自然と関わらせて考えることで問題を解決しようとする力

や、自分の課題を設定する姿勢を育成することができる。

【指導観】

	このようなことから、児童の興味関心を広げていくために、写真や動画、

そして実物を活用し、ベトナムを通して世界が近くにあるということを

実感させたい。夏休み前のアンケートで答えたベトナムについて気になっ

ていることから始め、長崎に在住のベトナムの方とつながり、歌を教えて

もらうなどの交流につなげたい。その学びをもとに、ベトナムとオンライ

ンでつながる授業を行い、世界とつながることで、違いがあることの面

白さを知り、住む場所が違っていても同じところや似ていることがあるこ

と、言語が違っていても伝え合うことができることに気づかせたい。交流

の中で特に環境問題を取り上げ、世界共通の目標として何ができるのかお

互いの話し合いを通して、考えさせたい。また、多文化共生のために長崎

在住の外国人、また外国人観光客との交流につなげたい。本校では、毎年

SDGs について、世界中の国とオンラインでつながり交流する SDGs 発表

会に参加している。今回の学びを発表会に向けて、ベトナムという国を通

して学んだことをまとめ、世界中の国と SDGs などについてディスカッショ

ンをしていきたい。
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6.	単元計画（全 12 時間）

時 ねらい 学習活動 資料等

1 総合（みじょ

娘プラン）

お か え り な

さい　先輩

ベ ト ナ ム 講

座

◆	ベトナム移

住経験があ

る卒業生に

特別授業を

していただ

く。

◆	ベトナムの

基礎知識を

知り、これ

からもっと

知りたいこ

とについて

考える。

・	卒業生	

サイブ千賀さん

2 総合（みじょ

娘プラン）

も っ と 知 り

た い ベ ト ナ

ム

◆	知りたいこと、見てきてほしいことについ

て、実際の経験を紹介する。

		・アオザイ・ノンラー

		・食べ物

		・ベトナム語

		・ベトナムの街並み

・パワーポイント

・	ベトナムの写真	

（教師海外研修）

・アオザイ

・ノンラー

3 総合（みじょ

娘プラン）

ベ ト ナ ム の

人 に ベ ト ナ

ム の 歌 を 教

え て も ら お

う

◆	長崎在住の

ベトナムの

人に来校し

てもらう。

		・	あ い さ つ

自己紹介

◆	ベトナム語

で歌を歌え

るように練

習する。

YouTube

ドラえもんの歌

ベ ト ナ ム 語 バ ー

ジョン

4

本時

総合（みじょ

娘プラン）

ベ ト ナ ム の

小学校と

交流しよう

◆	歌を歌ったり、お互いに質問を事前に考え

たりして交流会をする。

◆	世界のゴミ問題についてお互いに意見を交

流する。

＜フォトランゲージ＞

◆	言葉が違っていても交流ができることの大

切さに気付くことができる。

・Zoom

・パワーポイント
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5

本時

総 合（ み

じょ娘プラ

ン）

ベトナムか

ら考える

多文化共生

◆	言葉が分からないとどんなことになるか考

える。

＜シミュレーション＞

◆	日本在住の外国人や外国人観光客と交流し

ていくことの大切さを知る。

＜ケーススタディ＞

・水の入ったペット

ボトル 3本

水・砂糖水・塩水

・JICA 九 州 発 行

「多文化共生って

なんだろう？」

・ワークシート

6 〜 7 総 合（ み

じょ娘プラ

ン）

国語

たずねびと

ツアーに

行こう

原爆資料館	

平和公園への見学

◆	長崎の原爆の惨

状 に つ い て 知

り、平和につい

て考える。

◆ 	SDGs16 平 和 に

つ い て、 持 続

可 能 な 社 会 に

な る た め に で

き る こ と を 考

える。

◆	海外からの観光

客に話しかけ、

長 崎 を 紹 介 す

る。

（校外学習）

長崎原爆資料館

国立長崎原爆死没

者追悼平和会館

平和公園

原爆落下中心地公

園

無縁死没者納骨記

念堂

8 〜 10 総 合（ み

じょ娘プラ

ン）

SDGs オ ン

ライン

発表会に向

けて

◆	発表に向けての原稿づくり、動画撮影を行

う。

・タブレット

・ロイロノート

11 〜 12 総 合（ み

じょ娘プラ

ン）

SDGs オ ン

ライ

ン発表会

◆	世界中の学校とつながり、SGDs というテー

マについて語り合い、自分事として考えて

いく。

・Zoom

・ロイロノート

・ワークシート
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7.		本時の展開（概略）	

本時のねらい：ベトナムの子どもたちとの交流を通して、ベトナムを身近に感じ、異

文化理解を深める。また、非言語でも交流が出来ること、言語が分かればもっと交流

が出来ることに気づき、長崎に住んでいる海外の人や外国人観光客と交流する積極性

を養う。

過程・

時間

教師の働きかけ・発問および学習活動 指導上の留意点

（支援）

資料（教材）

導入

(10 分）

展開

(20 分）

１.	めあてを確認し、ベトナムのグエンチー

フォン小学校と Zoom でつながる。

			・あいさつ（ベトナム語・日本語）

				・歌の交流	

	①日本　ドラえもんの歌（ベトナム語）	

	②ベトナム　夢を叶えてドラえもん	

	③ベトナム　昨日のように

２.	ゴミ問題について考える。　	

＜フォトランゲージ＞	

A・ベトナム	

ベトナムの写真①　ゴミ箱	

ベトナムの写真②　紙の袋の歯ブラシ

感想（長崎）	

・分別をあまりしないでいいので、簡単。	

・紙の製品が多いのは環境によい。	

	

B・長崎	

長崎の写真　分別ポスター	

感想（ベトナム）	

・長崎は分別が多くて大変だ。	

・日本はリサイクルをよくしている。	

	

C・鹿児島県大崎町	

大崎町の分別のポスター	

大崎町はどんな分別をしているか	

感想（長崎・ベトナム）	

（良いところ）	

・リサイクルが出来ていていい。	

・お金を使わないでいい。	

（悪いところ）	

・分別が大変	

・みんながこれを理解することが難しい

有機物・無機物に

分けて捨てられて

いるゴミ箱の写真

を見て、その後ど

のようにしている

のかをベトナムの

人に聞く。

長崎が感想を伝え

る。

長崎の分別を説明

する。どのように

感じたか聞く。

大崎町は、新しい

焼却場を建てるた

めの予算が少ない

ので、リサイクル

が進んでいること

を伝える。

歌詞カード

ベトナムの小学生と交流しよう
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まとめ

(10 分）

3．3 つの分別を見て、気付いたことを交流

4．	こ れ か ら の ア ク シ ョ ン プ ラ ン を 考 え る	

・世界の問題として、ゴミを出すことを減らす

ことが大切。

5．感想交流

分別さえす

れば、世界

のゴミ問題

は解決する

のか問いか

ける。

導入

(5 分）

展開

(10 分）

(15 分）

１．交流のふりかえり

2.	言葉がわからないとはどういうことか考える。

＜シミュレーション＞	

設定	

「ベトナム旅行中、友達が病気になりました。

あなたは薬局に薬を買いに行きます。」	

薬局には 3 種類のコップが置いてある。	

・洗剤　xà phòng（塩水）	

・水　　Nước	
・薬　　 thuốc（砂糖水）	

その中から、薬だと思う物を選んで買ってもら

う。みんなで選んだコップを、病人役に飲んで

もらう。どんな味がしたか、何だと思うか、病

気は治ったかを答える。

3．	日本に住んでいる外国人のことを考える	

＜ケーススタディ＞	

日本在住のベトナム人のゴミ問題	

・日本語がまだよくわからない	

・勉強したいが、時間がなく、バスの乗り方も

分からない。	

・役場にも電話できない。	

・ゴミを捨てたら、近所のおじさんに「今日は

捨ててはいけない」と怒られた。	

	

	

どんな気持ちで毎日過ごしているのか	

必要なサポートは何か	

あなたが友達ならどうするか

ノンバーバ

ルコミュニ

ケーション

のメリット

とデメリッ

トに気付か

せる。

希望者がい

れば、病気

役 3 名に実

際に飲んで

もらう。

3つのコップ

塩水

砂糖水

水

ワーク

シート

分別さえすれば、ゴミ問題は解決するだろうか

言葉がわからないとどんなことになるか考えよう

私たちが外国人にできることはなんだろう
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まとめ

(5 分）

　グループに分かれて、話し合いを行う。

　・話しかけること

　・どんな国か知ること

　・積極的に交流すること

4．	外国人観光客とどのようなことを交流するか

考えよう	

明日のたずねびとツアーで外国人観光客と交

流してみることを伝える。	

①	あいさつ	

②	自己紹介	

③	質問 1 つ	

例）	あなたの国の有名な食べ物	

あなたの国のありがとう

			④		伝えたいことがあれば付け加えても良い

例）	原爆のこと・ゴミの分別	

	長崎の美味しい食べ物	

	教えたい日本語

5. 今日の感想を発表する

言葉は通じ

なくても交

流ができる

ことに気付

かせる。

・たずね

びとツ

アーしお

り
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8．	評価規準に基づく本時の評価（評価方法）	

・多様な文化を知り、理解することができたか。（観察）	

・国による様々な違いと差に気付き、世界中が幸せになる未来を想像し、考え行動に

つなげることができたか。（ワークシート・話し合い）	

・世界の国に興味を持ち、異文化を理解しようとする姿勢があったか。（観察・ワーク

シート）

9.		学習方法および外部との連携	

・卒業生　サイブ千賀さん（渡航前のベトナム講座）	

卒業生ということもあり、昔の学校での生活から、ベトナムと日本について 5 年生に

もわかりやすく教えていただいた。	

・長崎在住ベトナム人　Linh	tò さん（ドラえもんの歌の指導）	

知り合いが以前ベトナム人に日本語を教えていたことを聞き、そこから紹介していた

だいた。長崎市内で介護の仕事をしていて、日本在住 5 年の方である。日本に来て、

大変だったことやベトナム語について教えていただいた。選曲の相談にものってくだ

さった。	

・長崎県ベトナム人協会会長　ホアン　ティ　ミハオさん（交流会での通訳）	

JICA 長崎デスクの小田智子さんにご紹介いただいた。学校の近くに住んでいらっしゃ

ることもあり、快く引き受けてくださった。ミハオさんとベトナムの小学校とのベト

ナム語でのやりとりの様子を子どもたちがとても驚いて聞いていた。また、ベトナム

がオンライン交流中にどんなことを話しているかなど細かいことも教えていただいた

おかげでうまく進めることができたと思う。	

・グエンチーフォン小学校　Hieu	Nguyen	Duc 先生	

JICA 九州の戸崎さんから、つないでいただいた。主にメールでやり取りを行った。

日本語の先生ということで、主に日本語でやりとりをした。

10.		学校内外で国際理解教育・授業実践を広める取り組み	

・教員へのベトナム講座	

・全学年へのベトナムを通した国際理解講座	

・近隣の学園系列のホームアーツスクールでのベトナム講座
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11.	苦労した点 　ベトナムのグエンチーフォン小学校の先生とメールでやり取りを

行ったが、言葉の違いや受けとり方の相違点があり、なかなか伝わ

らないことがあった。JICA ベトナムの方にフォローしていただいた

おかげで補っていただけたと思う。「発表」と聞くと挙手で発表する

ことを想定したが、ベトナム側はプレゼンテーションだった。結果

的にとてもよい学びになったと思う。

12.	改善点 　海外と交流する場合は、早目の時間設定や早めの内容共有が必要

だと感じた。直前の音声チェックなど、情報機器の設定もとても重

要だと思う。そして、子どもたち同士で話をしたり、ゲームをした

り、質問し合う時間をもっと設定するなどするとより交流ができて

良かったと思う。

13.	成果が出た点 　今回、ベトナム語を通訳していただき、現地の言葉がオンライン

上でとびかう様子を聞いた。子どもたちにとっては、あいさつや歌

は練習していたものの、生のベトナム語にふれたことはとても大き

な経験だったと思う。歌を練習するのにも苦労したが、ベトナムの

子どもたちは日本語で話したり、日本語の歌も一生懸命歌っていた

りした様子に、「自分たちも何かしなければ」という思いになったこ

とが大きな成果である。

　本時の後に、平和公園へ見学に行った。そこで、外国人観光客と

の交流を行った。その際、こちらが想定した以上に積極的に話しか

けている様子が見られた。英語に自信のない児童も、「もっと話し

たかった。英語の授業で頑張ってもっと英語を話せるようになりた

い。」と発言していた。言葉の大切さや交流することの大切さに気付

くことが出来たと思う。

14.	学びの軌跡 授業後のワークシート

交流後の感想

◎「すごい。がんばっているなぁ。」と私は思いました。ドラえも

んの歌を歌ってくれたベトナムの小学生の声は聞こえなかったけれ

ど、一生懸命歌っていることが分かりました。後で	ドラえもんの歌

を聞かせてもらったので、すごいと思いました。

　私は、言葉が通じないと、薬を間ちがえたりするので大変だと思

います。そのためには、いろんな国の言葉を覚えることが大切だと

思います。

　今度は、ベトナムの人達と日本で遊んだり話したり勉強がしたい

と思いました。ベトナムの勉強をして、待っていたので、ベトナム

語のかんたんな言葉だけでも、覚えようという気持ちになりました。

【自己評価】
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◎「もうすぐ始まるね。」三時間目が始まり、後ろには先生やいろいろなと

ころから来られたお客さんがいる。そんな中、教室はざわざわしている。オ

ンラインでベトナムの小学校と交流会をする。オンラインが始まった。まず

は、私達が、ベトナム語でドラえもんを歌った。練習のときよりも少し声が

小さかったような気もするけれど、とても上手に歌えたと思う。ベトナムの

小学校は、ドラえもんの歌を日本語で歌ってくれた。私達は紙を見て歌った

が、ベトナムは何も見ずに歌っていてすごかった。次に、ベトナムから日本

へ、日本からベトナムへの質問をした。日本からベトナムへはご飯について

聞いた。すると、朝食は外食でおどろいた。私は、朝起きて	ゆっくり外食を

する時間がないから、休みの日に、朝マックを食べたりするだけだ。給食は、

同じようなものを食べていてそうなんだと思った。

　最後に日本とベトナムで	 SDGs	 について考えた。ベトナムは入れ物が紙

だったり、果物は入れ物に入れずに売ってあったりと	 SDGs に取り組んでい

る。しかし日本は、入れ物は、	プラスチックが多かったり、果物はプラスチッ

クの入れ物に入れられたり、ビニールのふくろに入れられて売られてある。

それを比べると、日本は、まだまだだと思う。ゴミの分別については、ベト

ナムでは、ゴミを毎日家の外に出しておいたら、勝手に持って行ってくれる

が、日本は、出す日は決まっているし、燃えるゴミ、燃えないゴミ、資源ご

みなどで分別	しないといけない。今、国語でしているグラフや表を用いて考

えようでの学習の、くらしにくいかくらしやすいかで考えると、ベトナムは

くらしやすいと思うが、日本はくらしにくいと思う。配られた	プリントのベ

トナム人が日本にいて大変なことで、ゴミの分別が大変で、私はいつものこ

とだから、考えないけど、確かに大変だと改めて思う。これから、世界では、

もっと考え直すところがたくさんあると思った。

15.		授業

者に

よる

自由

記述

　ベトナムを起点に、様々な文化に触れるきっかけになった。今回の交流会

を通して、海外に興味を持つ人、日本にいる外国人に対してできることがあ

るのではと考えた人、言葉の大切さに気付いた人がいた。実際に話をしたり、

同じ歌を同じ言語で歌い合ったりと、繋がる経験が、自分事として、SDGs を

始め、多文化共生につながっていたと実感した。

また、今回は全校を対象にベトナムについて話をした。アオザイで廊下を歩

くだけで、子どもたちが興味を持って話しかけてくれた。服だけでも多文化

を知る大きなきっかけになり、大きな印象をあたえることを感じた。中学生

は JICA の活動に興味を持った人もいた。そして、一緒に研修に参加した砂田

葵先生考案のベトナム給食は、違う文化を知る大きなきっかけになった。話

を聞いて「食べてみたい」と思った事が現実化して、とても嬉しそうな様子

が印象的だった。本校は国際交流がさかんで、ヨーロッパや英語圏の国、ま

たは長崎と近い中国や韓国とはよく交流をしていた。東南アジアで、英語圏

ではないベトナムとの関わりがもてたのは、学校として大きな一歩だったと

思う。これをきっかけにして、実際に足を運んで交流ができ、それが続いて

いくようにこれからつないでいきたいと思う。

　そして、今回の授業を通して、在留ベトナム人とのつながりが持てたのは、

大きかった。ベトナムに行った話はもちろんのこと、実際に長崎に住んで感

じたことや日本の印象について話を聞くことができた。また、ベトナム人協

会のイベントなどもご紹介して頂き、これからベトナムがより近く感じるこ

とができるようになるのがとても楽しみだ。

参考資料：JICA 九州発行「多文化共生ってなんだろう？」 51
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授業の様子　写真

他の学年でのベトナム講座

小 4 ～ 6 年生

中学生

小 1 ～ 3 年生
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国際理解に大切なこと
久米　勇一郎	 　佐賀市立城西中学校久米　勇一郎	 　佐賀市立城西中学校

■教科・科目：道徳　■対象学年（人数）：1 年 2 組（31 名）

■実践年月日・期間（時数）：2023 年 11 月（2 時間）

【実施概要】

1.		実 践 す る 教 科・

領域：道徳

2.	学習領域

1 ２ ３ ４

A 多文化社会 文化理解 文化交流 多文化共生

B グローバル社会 相互依存 情報化

C 地球的課題 人権 環境 平和 開発

D 未来への選択 歴史認識 市民意識 社会参加

3.		単元の目標（評価規準を意識して設定）：	

開発途上国であるベトナムについての教師の体験を知り、他国の人々との結びつきを

大切にするために必要なことは何かを学び、他国の文化や伝統を尊重する心情を育て

る。

4.		単元の評

価規準

①知識及び技能

②思考力、判断力、

表現力等

ベトナムでの支援活動における問題点に真摯に向

き合い、その解決方法について話し合い、国際理

解に必要なことについて考えることができる。

③主体的に学習に取

り組む態度

グループワークを通じて多面的な意見を知りなが

ら、国際理解についての深い学びにつなげること

ができる。

5.		単元設定

の 理 由・

単元の意

義（ 児 童

/ 生徒観、

教 材 観、

指導観）

【単元設定の理由あるいは単元の意義】

　グローバルな相互依存関係にある国際社会においては、国際的な視野

に立ち、世界情勢に目を向けながら、国際理解に努めることが必要である。

そのためには、自国だけではなく、違いは違いと認めつつも、他の地域

や国々の歴史や文化、伝統を理解し尊重する態度が求められる。

【児童／生徒観】

　本校は、主に 2 つの小学校から進学する。入学当初は、初対面の人も

多く、緊張しながら学校生活を過ごしてきた。1 学期を終え、中学校の学

習、生活に慣れてきている反面、注意を払うべき人間関係も見受けられる。

生徒のグループ化も見られ、上下関係も垣間見られることもある。その

都度、指導をし、円滑な人間関係の構築に努めてきた。国際理解教育に

関しては、外国語や社会の授業の中で学習をするが、諸外国と日本の結

びつきについて、認識が薄い子どもが多くみられる。将来、国際社会に

進む子どもたちにとって国際理解教育を進めることは大変意義のあるこ

とであると考える。
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【教材観】

　本教材は、教諭が、教師海外研修でベトナムに視察に行った際に体験した

ことをもとに異文化理解や異文化共生について子どもたちに考えさせるこ

とができる教師の体験や、JICA 草の根技術協力事業の視察の様子などから、

日本と開発途上国のつながりの深さを感じることができる。

【指導観】

　指導にあたっては、子どもたちのもつ開発途上国のイメージと実際の

ギャップに焦点を当てながら、日本と開発途上国の関係の深さに気づかせて

いきたい。教師の体験したベトナムの街並みや施設、社会問題を取り上げな

がら、国際的な視野に立つ素地を育ませていく。その時に開発途上国と先進

国は共同で成長するものである優劣をつけるものではないことを認識させ、

授業を進めていきたい。授業の終末には、個人、グループで他国の人々にで

きることは何かを考えさせ、国際的な視野をもって開発途上国、自国の問題

について考えさせていきたい。

6.	単元計画（全 2 時間）

時 ねらい 学習活動 資料等

1 事前学習

開発途上国について

の事前調査

開発途上国とは何かについ

て知る。

社会科等で学んだことや。

途上国についてのイメージ

について考える。

2

本時

国際理解で大切なこ

とは何だろう？

〇	開発途上国である

ベトナムについて

の教師の体験を知

り、 他 国 の 人 々 と

の結びつきを大切

にするために必要

なことは何かを学

び、 他 国 の 文 化 や

伝統を尊重する心

情を育てる。

〇 JICA について知る。

〇	ベトナムについて知り、

ベトナムの人口や小学

校、ハイフォン市の浄水

場について知る。

〇 	JICA 海外協力隊隊員の

派遣先の問題について

考える。
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7.		本時の展開（概略）	

本時のねらい：開発途上国であるベトナムについての教師の体験を知り、他国の人々

との結びつきを大切にするために必要なことは何かを学び、他国の文化や伝統を尊重

する心情を育てる。

過程・

時間

教師の働きかけ・発問および学習活動 指導上の留意点

（支援）

資料（教材）

導入

(10 分）

展開

(30 分）

まとめ

(10 分）

．	開発途上国について考える	

「開発途上国はどんな国だろうか。」	

	

事前アンケートの子どもたちの開発途上

国のイメージを提示する。	

本時のめあてを確認する。

2．	ベトナムについて知る。	

・ベトナムの人口	

・ベトナムの貿易関係	

・ベトナムの経済成長について	

・身近なベトナムについて	

・ベトナムで起こっている問題について

（インフラ設備、肥満問題など）

3. 教師の教師海外研修の様子を伝える。

4.	JICA 隊員がベトナムで支援を行うとき

に感じた文化的な違いについて共有し、

解決策を話し合う。	

個人で考え班で意見交換を行う。

5.	他国の人々のために何かをしようとする

とき、あなたが大切にしたいことはどの

ようなことだろう。

開発途上国につい

て、必ず起こりう

ること、日本でも

同じような問題が

起こったことを伝

える。

子どもたちが関心

を持てるように、

対話をしながら体

験談を伝える。

個人で考え班で意

見交換を行う。

電子黒板

開発途上国

ではあるが

経済発展が

大きく、IT

も普及して

いることか

ら、イメー

ジとは大き

く異なるこ

とを考えさ

せたい。

8．	評価規準に基づく本時の評価（評価方法）	

ワークシートの記述や、グループワークを通じて、国際理解や他国の人々との結びつ

きを大切さについての考えようとする態度がみられる。	

（発言、行動観察、ワークシート）

9.		学習方法および外部との連携	

教師が体験したベトナムの様子や、JICA 海外協力隊隊員に聞いた実際の課題につい

て子どもたちに考えさせることで国際理解について実践的な態度を育むことが期待さ

れる。

10.		学校内外で国際理解教育・授業実践を広める取り組み	

・授業実践の他の教員が参観	

・本校ではローテーション道徳を実践している。今回の授業実践を学年全体で取り組

み、来年度の道徳の「国際理解」の観点で発展的なグループディスカッションを行う。

私たちが国際理解するために必要なことは何か考えよう
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11.	苦労した点 今回の教師海外研修で体験したこと全てを子どもたちに伝えたいが、

子どもたちに国際理解の大切さについて考えさせる上での資料の選択

に苦心した。体験談を伝えるだけでなく、体験談を通じて、国際理解

教育の導入として子どもたちに伝えるための課題設定、生徒の実態に

応じた効果的なディスカッションについての授業づくりに苦労した。

12.	改善点 時間設定を 2 時間として授業を構築したが、中学 1 年生ということも

あり、「開発途上国」についての予備知識が少ない生徒が多かった。そ

のため、生徒が身近に「国際理解」について考える工夫が必要である

と考えられる。また、JICA 海外協力隊隊員の事例に関するディスカッ

ションでは、子どもたちの実体験から考えにくい題材もあった。子ど

もの成長段階に応じた課題設定が必要であると感じた。

13.		成果が出た点 ・	教師の実体験やベトナムと佐賀の関係性を伝えることで、開発途上

国への支援の必要性や、多文化共生・多文化理解の素地を養うこと

ができた。

・	JICA 海外協力隊隊員の実際に合ったケースの解決策を子どもたち自

身でディスカッションすることによって、国際理解教育における実

践的な態度が身についた。

　今回は 2 つのケースについて考えたが、今回は特に現地の幼稚園に

派遣された隊員の事例が子どもたちの今までの実体験からアイディア

を出すことができた。現地の職員に向けて、幼稚園に通わせる保護者

に向けて、先生の立場として子どもたちに向けて、多面的に考え、ディ

スカッションを行うことができた。今回の事例を導入として、今後の

国際理解教育ではより発展的な課題について伝えることが期待できる。

〇生徒のディスカッションのテーマ

手洗い・うがい文化が浸透しないベトナムの幼稚園にあなたが JICA

隊員だったらどのように支援するだろうか。

生徒の考え

　・講義を行う。

　・ベトナムの文化、風習を理解して取り組む。

　・手洗いのメリット、デメリットを伝える。

　・大人に手洗いうがいの効果を伝える。

　・	子どもに分かりやすいように絵本などで手洗いうがいの大切さを

教える。

　・子供を通じて、大人にも教える。

　・科学的根拠を示す。

【自己評価】
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14.		授業

者に

よる

自由

記述

　今後学校や他の職員に「国際理解教育」を推進していくために必要なこと

は、誰もが実践できる教材づくりが課題であると考える。そのためには、研

修を様々な形で伝える必要がある。今回の教師海外研修の経験を広く伝える

ことができるように、努めていきたい。

参考資料：『JICA	つながる世界と日本』　

https://www.jica.go.jp/aboutoda/find_the_link/
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マーケティングのひろがり
宮脇　滉平	　大分県立情報科学高等学校宮脇　滉平	　大分県立情報科学高等学校

■教科・科目：商業　■対象学年（人数）：2 年 4 組（38 名）

■実践年月日・期間（時数）：2023 年 11 月 21 日（火）

【実施概要】

1.		実践する教科・

領域：	

	

マーケティング

2.	学習領域

1 ２ ３ ４

A 多文化社会 文化理解 文化交流 多文化共生

B グローバル社会 相互依存 情報化

C 地球的課題 人権 環境 平和 開発

D 未来への選択 歴史認識 市民意識 社会参加

3.		単元の目標（評価規準を意識して設定）：	

観光地におけるマーケティングに関する知識、技術などを基盤として消費者の動向や

訪日外国人への対応、海外におけるマーケティングに関する具体的な事例など科学的

な根拠に基づいて、組織の一員としての役割を果たすことができるようになる。

4.		単元の評

価規準

①知識及び技能 日本国内と海外でのマーケティング活動について

の違いを理解するとともに、事例と関連付けて知

識を身に付けている。

②思考力、判断力、

表現力等

観光地におけるマーケティングの課題を発見し、

事例から得られた情報を科学的に分析している。

③主体的に学習に取

り組む態度

観光地マーケティングについて自ら学び、必要な

情報の収集と分析に主体的かつ協働的に取り組も

うとしている。
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7.		本時の展開（概略）	

本時のねらい：観光地マーケティングの課題を知り、サステナブルな観光の重要性に

ついて説明できるようになる。

過程・

時間

教師の働きかけ・発問および学習活動 指導上の留意点

（支援）

資料等

（教材）

導入

(5 分 )

展開

(40 分 )

まとめ

(5 分 )

ベトナムの小売店や決済方法など日本

との違いを知る

ベトナムにある日本製品と日本にある

ベトナム製品について考える

（価格のギャップ）

観光地マーケティングとはどのような

活動か、その課題は何か

ベトナムの観光地、大分の観光地

について、どうすればオーバーツーリ

ズムの問題を解決できるかアイデアを

出す（発表する）

振り返り

事例を見ながら日本との違

いについて考えさせる

なぜ日本にあるベトナム製

品は高いものと安いものが

あるのか、その違いは何か

考えさせる

観光地マーケティングをす

る目的やどのような効果が

あるのかを理解させる

実際に起きているオーバー

ツーリズムの問題につい

て、グループで話し合い、

ChatGPT を活用してアイデ

アを発表させる。

本時の内容について、自分

の言葉で表現し、振り返り

をおこなう

6．	評価規準に基づく本時の評価（評価方法）	

［A］知識・技能　［B］思考・判断・表現　［C］主体的に学びに向かう態度	

グループ活動［C］	

グループ活動の結果［B］	

授業プリント［A］［B］

7.		学習方法および外部との連携	

・写真を多く活用し、ベトナムの様子を実感できるようにする。	

・グループ活動を取り入れ、活発に意見交換ができるようにする。	

・ChatGPT を活用し、プロンプティングの工夫をしながらアイデアを考える。	

・1 人 1 台端末（iPad）の MetaMoJi	ClassRoom でノートを取る。

8.		学校内外で国際理解教育・授業実践を広める取り組み	

・研究授業	

・教職員向けの研修
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9.	苦労した点 訪越の際に、あらかじめ授業をすることを想定して様々な写真や動

画を撮っていたが、具体的に授業の内容を考えていく中で気づき、

もっと授業の詳細案を考えておけばさらに多くの写真や動画を授業

で活用できたと感じる。

10.	改善点 生徒にすべて情報を与えるのではなく、生徒がより深く考えるよう

な授業展開にすることができればより良い授業になったと思う。

（1 時間完結ではなく、複数の時間を使って）

11.		成果が出た点 　自分が実際に目にしたベトナムの事例を扱うことで、生徒がより

興味をもって聞くとともに、課題についてタニンゴトではなく、ジ

ブンゴトとしてアイデアを出していた。ChatGPT を活用した際、生

徒がスムーズに活用することができていた。また、授業の最後には

サステナブルな観光の重要性について生徒が自分の言葉で説明でき

ており、この授業の目標を達成することができた。1 度の特別授業

とならないようにこれからも継続的に題材として取り上げ、3 年次

の「観光ビジネス」などの科目での学習につなげていきたい。

12.	学びの軌跡 　授業をおこなう前は外国のマーケティングや、観光地マーケティ

ングについて全く知識のなかった生徒たちが、授業後には観光地

マーケティングの課題を踏まえ、どのように観光地を活性化させて

いくべきかといったサステナブルな（長期的な）視点でアイデアを

考えることができるようになった。

［授業ノートの振り返り（R80）の一部］

【自己評価】
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13.		授業

者に

よる

自由

記述

　今回の授業を通して、実際に自分の目で見たこと、感じたことを生徒に伝

えることの重要性を再確認することができた。教科書や副教材などで諸外国

の取り組みや観光地について扱うことはあるが、現実味がなく、生徒はタニ

ンゴトとして捉えているように感じる。今回、本研修でベトナムの様子を写

真や動画を使って紹介したり、ベトナムの観光地と大分県の観光地を事例と

して取り上げることで、生徒たちは今回の内容がタニンゴトではなく、ジブ

ンゴト（自分に関わりのある事）として捉えることができていたように感じ

る。授業に主体的に取り組み、「自分たちのアイデアで観光地の課題を解決で

きないか」と真剣に考える様子がうかがえた。

　今後グローバル化がさらに進み、外国人労働者や、インバウンドの増加に

伴い教育現場でも国際理解や多文化共生の視点が今まで以上に必要となる。

これからも積極的に色々な研修に参加していき、自己研鑽し未来を担う子ど

もたちに還元していきたい。

【授業資料（一部）】

【授業の様子】
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地理探究のとりくみ―世界の衣食住を理解する―
松田　倫明　　福岡県立大牟田北高等学校松田　倫明　　福岡県立大牟田北高等学校

■教科・科目：地理探究　■対象学年（人数）：地理探究受講者（6 名）

■実践年月日・期間（時数）：2023 年 12 月 12 日（火）5・6 限（1 時間）

【実施概要】

1.		実践する教科・

領域：	

	

地理歴史科・地

理探究

2.	学習領域

1 ２ ３ ４

A 多文化社会 文化理解 文化交流 多文化共生

B グローバル社会 相互依存 情報化

C 地球的課題 人権 環境 平和 開発

D 未来への選択 歴史認識 市民意識 社会参加

3.		単元の目標（評価規準を意識して設定）：	

・世界の人々の生活文化を構成する衣食住を様々な視点から考察し、生活文化の多様

性や変容、異文化を尊重し理解する重要性などを理解できる。特に近年、国際関係が

深まっているベトナムと日本に注目して理解する。	

・探究活動を通して、調査結果を考察し、表現する力を育む。

4.		単元の評

価規準

①知識及び技能 世界各地にみられる生活文化の衣食住の特色に注

目し、生活文化は地理的環境と深いかかわりがあ

ること、多様性を生んでいること、地理的環境の

変化による影響などについて理解する。

②思考力、判断力、

表現力など

世界各地でみられる生活文化についての特徴や

自然・社会的条件に注目して考察・表現する。

Google スライドを用いた口頭発表では聞き手に伝

わるよう表現する。

③主体的に学習に取

り組む態度

生徒が主体的に生活文化の多様性と国際理解につ

いて追究し、よりよい社会の実現を考察しようと

している。

5.		単元設定

の理由・

単元の意

義	

（児童 /

生徒観、

教材観、

指導観）

【単元設定の理由あるいは単元の意義、教材観】

　世界の諸地域でみられる生活文化のしくみを場所や人間、自然環境と

の関係などに注目して、世界の諸地域の生活文化を様々な視点から考察

し表現する力を育成する。また世界の生活文化の多様性や変容、自他の

文化を理解することと、国際理解を図ることの重要性など理解できるよ

うにすることをねらいとしている。
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【生徒観】

　生徒は、日常でインターネット、スマートフォン、学校で配付されている

タブレットなど様々な情報・ツールに触れており、自分に必要とする情報を

早く収集する力をもっている。

　授業では、意欲的な姿勢で取り組む生徒が多く見受けられるが、自分の意

見等をうまく表現できることは苦手な生徒が多い。

　生徒に実施したベトナムに関する事前アンケートでは、ベトナムに関する

知識がない生徒が一部見受けられたが、ベトナムの流行など若者に関する文

化などに興味をもっている回答が多かった。

【指導観】

　指導にあたっては、系統地理分野の地形・気候の単元の指導を終えて授業

を実施する。既に学んでいる気候分野の知識と世界の生活文化の諸地域の衣・

食・住の特徴を関連付け、自然条件が生活に影響を与えることを理解させる。

また社会条件が衣・食・住の特徴に影響を与えていることも理解させること

を目標とする。そこで生活文化の多様性を理解するために世界の諸地域につ

いて探究する活動を行い課題に目を向ける態度を身に付けさせたい。

6.	単元計画（全 5 時間）

時 ねらい 学習活動 資料等

1 ・	自ら選んだ任意の地

域の特徴を理解し、

現地への移動手段や

移動目的などを計画

できる。

・	ベトナムの写真を視

聴し、大牟田とハノ

イ等の生活文化の類

似点、相違点を理解

させる。

・	私の海外旅行計画（文化祭

ポスター発表）の振り返り

・	JICA 九州　教師海外研修

の現地視察報告

・	文化祭の発表で使用

したポスター

・	ベトナムで撮影した

写真を使用したスラ

イド

2 ・	世界の生活文化、特

に「衣食住」の特徴

と多様性を自然・社

会条件の視点から理

解し、説明できる

・	世界の「衣」の特徴におけ

る社会条件・自然条件

・	世界の「食」の特徴におけ

る社会条件・自然条件

・	世界の「住」の特徴におけ

る社会条件・自然条件

・	教科書、資料集、ス

ライドを使用

3

本時

・	世界の衣食住の文化

と他地域とのつなが

りについて整理して

表現することができ

る。

・	任意の地域における衣食住

の文化を自然条件と社会条

件で整理し、他地域とのつ

ながりを理解する。
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7.		本時の展開（概略）	

本時のねらい：任意の地域を設定し、自然条件と社会条件の視点から「衣食住」の特

徴についてスライドにすることができ、発表することができる。

過程・

時間

教師の働きかけ・発問	

および学習活動

指導上の留意点

（支援）

資料（教材）

導入

(10 分 )

展開

(70 分 )

まとめ

(10 分 )

（一斉：講義形式）

・本時の説明

・本時までの振り返り

（発表会形式）

・	個人発表	

イギリス	

フランス	

韓国	

シンガポール	

カナダ	

オランダ	

（一斉：講義形式）

・ベトナムの衣食住

・	生活文化の地域的差異と

世界的な画一化

（一斉：講義形式）

・本時のまとめと振り返り

・事前の板書

・ファシリテーターを行う

・質疑応答の時間の確保

・	発表が苦手な生徒への声

掛け

・	聞き手はメモを取るよう

に指示

・	視聴覚資料をみて、各地

の生活文化の形式を想像

できるように支援する。

・Google スライド

・Google	Forms

（評価シート）

・教科書 p198-201

・資料集 p218-221

・Google	Forms

（本時の振り返り）

8．	評価規準に基づく本時の評価（評価方法）	

任意の地域を自ら設定し、自然・社会条件の視点から「衣・食・住」のうち 1 分野の

特徴について探究し、まとめ内容をスライドにすることができる【思・判・表・主】	

自ら発表を行った地域と他の生徒が発表した地域の生活文化の特徴の相違点や類似点

を比較し、その背景について考察することができる【判・主】

9.		学習方法および外部との連携	

・教師海外研修参加教員・スタッフとの情報交換	

・大牟田市在住のベトナム料理店経営者ほか（インタビュー）

10.		学校内外で国際理解教育・授業実践を広める取り組み	

・家庭科の食物関連分野における世界の料理についての教員間での意見交換	

・JOCV 経験者（同僚）の講演会または HR 中の講話
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11.	苦労した点 ・	授業に出席する生徒が少なく、スライドの作成時間にあてる時間

が少なくなってしまった。

・	インターネットを活用した調べ方が中心となってしまって図書を

使った調査や聞き取り調査が疎かになってしまった。

12.	改善点 ・	世界の諸地域への興味関心が湧くきっかけとなる教材の開発、機

会の設定が必要である。

・	世界の生活文化の特徴と自然・社会条件と関連させる想像ができ

るような準備が必要である。

・発表を聞く生徒から質問が出やすい環境づくりが必要である。

13.	成果が出た点 ・興味関心のある外国を様々な視点から調べて考察する力がついた。

・	スライドやポスターを使った発表を行ったことで多様な表現力が

ついた。

・探究活動後、授業後の振り返りの習慣が定着した。

14.	学びの軌跡

＜生徒が調べた内容＞

・	シンガポールに見られる様々な住居の様式　　

・フランスの代表パン「フランスパン」						

・オランダの建物はなぜ傾いているのか　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

＜本授業の振り返り（生徒の感想）＞

・沢山噛んだのが少し悔しかったです。

・発表を終えた時、自分がレベルアップしたような気がしました。

・	今まで見たことがあっても調べてみようと思うほどの興味がな

かったものばかりだったのでとても勉強になりました。

・自分の調べたことを相手に伝えることができてよかったです。

・ものすごく緊張した。

【自己評価】

ポスター発表

＜授業の様子＞

・韓国の食事のマナー

・イギリスのキルト

・カナダのイグルー

調べ学習

発表会の様子① 発表会の様子②

67



授
業
実
践
報
告

15.		授業

者に

よる

自由

記述

・	生徒が探究活動を通して一人ひとり個性のある発表ができて良かった。

・	継続して世界の諸地域に興味をもって、国際理解を深めてほしい。

・	将来は高校周辺に住む外国人と交流できるような授業を研究したい。

参考資料：

・使用教材

新詳地理探究（帝国書院）P.198 ～ 201（令和 5 年 1 月 20 日発行）

新詳地理資料 COMPLETE2023（帝国書院）P.218 ～ 221（令和 5 年 2 月 25 日発行）

・使用した ICT・アプリ

プロジェクター・PC

Google	Chromebook

Google スライド

Google	Forms
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こうなったらいいな！私たちの未来の食卓
砂田　葵　　福岡県立特別支援学校「福岡高等学園」砂田　葵　　福岡県立特別支援学校「福岡高等学園」

■教科・科目：栄養教諭　■対象学年（人数）：1 年（26 名）

■実践年月日・期間（時数）：	2023 年 9 月～ 10 月（3 時間）

【実施概要】

1.		実践する教科・

領域：	

	

総合的な探求の

時間

2.	学習領域

1 ２ ３ ４

A 多文化社会 文化理解 文化交流 多文化共生

B グローバル社会 相互依存 情報化

C 地球的課題 人権 環境 平和 開発

D 未来への選択 歴史認識 市民意識 社会参加

3.		単元の目標（評価規準を意識して設定）：	

〇　世界の食文化の多様性についての情報を、資料を用いて調べることができる。	

（知識及び技能）	

〇　日本と世界各国の食文化についての類似点や相違点を比べて整理したり、グルー

プの意見をまとめて書き出したりすることができる。（思考力・判断力・表現力等）	

〇　自分で見つけた食生活についての課題解決方法について意見を出すことができ

る。（学びに向かう力・人間性等）

4.		単元の評

価規準

①知識及び技能 　世界の食卓の写真に載っている食べ物や飲み

物、食器等を探し、ワークシートに記入している。

②思考力、判断力、

表現力等

　フォトランゲージやランキングのグループ協議

で、日本と他国の類似点や相違点についての意見

を伝え合っている。

③主体的に学習に取

り組む態度

　ワークショップのグループ協議で課題解決方法

について意見を出している。

5.		単元設定

の理由・

単元の意

義	

（児童 /

生徒観、

教材観、

指導観）

　本校は軽度の知的障がいを有する生徒を対象とする全寮制の特別支援

学校である。1 学年の生徒は、入学して半年が経ち、少しずつ学校や寄宿

舎の生活に慣れ、学習規律や校則を守って行動しようとする態度が身に

付いてきている。給食はマナーを守って食べることができており、後片

付けも丁寧に行うことができている。食に関する国際理解教育について

は、毎月実施している「世界の料理」給食を中心とした取組を進めている。

1 学期に実施したベトナム料理の給食では、残食はなく、「おいしかった」

「他の国の料理も知りたい」という意見が生徒から複数挙がった。このこ

とから、「世界の料理」給食を通して、生徒の世界の食文化に対する興味

や関心をもつ機会を与えることができたといえる。しかし、世界の食料

事情と自分自身の食生活とのつながりを理解するまでには至っていない。

本単元は、これらの生徒たちの実態を受けて設定したものである。
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　本単元の指導にあたっては、生徒が、自分たちの未来の食生活をよりよくしよ

うと考え、実践しようとする態度を養うことをねらいとしている。

　第一次では、世界の食文化の多様性を調べるために、世界各国の食卓の写真に

うつっているものを書き出す活動を行う。第二次では、第一次で取り扱った日本

を含む 6か国をテーマごとに比較して並べ替える活動を行う。この活動を通して、

生徒が日本の食に関する課題を見つけることができるようにする。第三次では、

第二次で見つけた課題を解決する方法についてグループごとに話し合う。このこ

とにより、変化の激しい現代社会における諸問題を、環境面や経済面等、多面的、

多角的に、自分事として捉え、どう解決すればよいか考えることができるように

なると考える。

　生徒の卒業後の食環境は、進路により 1 人 1 人大きく異なるものとなることが

予想される。本単元において、健康な生活や持続可能な生活とはどんな生活かを

考え、行動するために必要な知識を身に付けることは、生徒にとって、実生活に

おける実践意欲を育むことにつながり、大変意義深い。

6.	単元計画（全 3 時間）

時 ねらい 学習活動 資料等

事前 　 世 界 の

人々の生活

への興味・

関心を高め

る。

【折り紙プロジェクト】※寄宿舎余暇活動時間

・	栄養教諭が教師海外研修でベトナムに行き、現

地の小学生と交流する機会をもつことを知る。

・	ベトナムの小学生へプレゼントするために、千

代紙を使って鶴や手裏剣等を折る。

・	ベトナムの小学生に聞きたいことや伝えたいこ

とを手紙に書く。

・	教師海外研修

プログラム日

程表

1 　日本と世

界各国の食

文化の違い

を 見 つ け

る。

・	ベトナムの小学生が、折り鶴や手紙のプレゼン

トを喜ぶ様子の動画を見て、折り紙プロジェク

トの活動内容を思い出す。

・	栄養教諭から単元の目標の話を聞く。	

（話の内容）	

「私は毎日給食を作っています。私が栄養士にな

りたての 20 年前に比べ、食材が手に入りにくく

なっています。また、食材価格も値上がりし続

けています。これらのことに危機感をもち、私

は今年の夏休みに教師海外研修でベトナムに行

き勉強してきました。日本以外の国がどんな食

生活を送っているか見たかったからです。私が

ベトナムで見て感じたことをもとに、未来の日

本の食について考えることができる授業を考え

ました。未来の日本の食について一緒に考えま

しょう。」

【フォトランゲージ】

・	6 つのグループに分かれ、6 か国の食卓の写真を

見て気づいたことをできるだけたくさん書き出

す。

・グループごとに発表し、意見交流する。

・	動画（提供者：

ハイフォン市

児童文化会館

配属、近藤允

伸 JICA 海 外

協力隊隊員）

・	教師海外研修

で撮影したベ

トナムの風景

や料理の写真

・	写真で学ぼ

う！地球の食

卓学習プラン

10	

（開発教育協

会）
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2 健 康 な 生

活 や 持 続

可 能 な 生

活 と は ど

ん な 生 活

か 考 え、

日 本 の 食

の 課 題 を

見つける。

・	フォトランゲージのワークシートを見ながら

前時の学習内容をふり返る。

・	調べた 6 か国がどこにあるか世界地図から探

して印をつける。

【ランキング】

・	フォトランゲージで使った 6 か国の食卓の写

真を、グループで話し合いながら、3 つの発

問に沿った順に並べ替える。	

（発問 1）「健康そうな順」	

（発問 2）「ごみがたくさん出そうな順」	

（発問 3）「30 年後も続きそうな暮らしだと思

う順」

・グループごとに発表し、意見交流する。

・	フォトランゲージ

ワークシート

・世界地図

・	写真で学ぼう！	

地球の食卓	

学習プラン 10	

（開発教育協会）

・地球儀

3

本時

自 分 た ち

で 見 つ け

た 課 題 の

解 決 方 法

をさぐる。

・	前時の学習内容（ランキング集計結果）をふ

り返り、自分たちで見つけた日本の食のよさ

や課題について確かめる。	

（日本の食のよさ）	

・安全　・豊か　・食べ物がたくさんある	

・健康な和食　・便利　・戦争がない	

（日本の食の課題）	

・ごみがたくさん出る　・お金がかかる	

・自然が他の国に比べて少ない

【ワークショップ】

・	課題を解決する方法についてグループで話し

合い、ワークシートにまとめる。

・グループごとに発表し、意見交流する。

・	フォトランゲージ

ワークシート

・	ランキングワーク

シート

・	写真で学ぼう！	

地球の食卓	

学習プラン 10	

（開発教育協会）
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7.		本時の展開（概略）	

本時のねらい：自分で見つけた課題解決方法をさぐり、未来の日本の食について考え

る。

過程・

時間

教師の働きかけ・発問および学習活動 指導上の留意点

（支援）

資料（教材）

導入

(5 分）

・	前時の学習内容（ランキング集計結果）を

ふり返る。	

①	健康そうな国の順	

インド⇒日本⇒チャド⇒ドイツ⇒中国⇒ア

メリカ	

（理由）	

・家族が多いと楽しくて健康になりそう。	

・自然のものが多い国は健康そう。	

・日本の和食は健康にいい。　　等	

②　ごみがたくさん出そうな国の順	

ドイツ⇒中国⇒アメリカ⇒日本⇒インド⇒

チャド	

（理由）	

・写真にびん、缶、ペットボトルがたくさ

んうつっていた。	

・チャドはあまりごみが出そうにない。	

・人口が多いとごみも増えそう。　等	

③　30 年後も続きそうな暮らしだと思う国

の順	

インド⇒中国⇒アメリカ⇒日本⇒ドイツ⇒

チャド	

（理由）	

・国土の広い国は作物がたくさんとれ、自

給自足ができそう。	

・自然と向き合っている国は長続きしそう。	

・戦争がおきそうな国かどうか。　等

・	ランキング集計結果から、日本と他国の食

生活を比べて見つけた日本の課題を確認

し、本時の目標をつかむ。

・家族が少ない。

・ごみがたくさん出る。

・国土がせまく、自給自足ができない。

・自然が少ない。

・お金がすぐなくなりそう。

・加工品が多い。など

・	日本と他国の相

違点や類似点に

ついて生徒が想

起しやすいよう、

これまでの学習

で使用したフォ

トランゲージ資

料を掲示する。

・	この学習に正解

はなく、自由な

発想で進めるこ

とを確認するこ

とで、生徒が発

言しやすい環境

をつくる。

電子黒板

タブレット

フォトラン

ゲージ資料
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展開

(35 分）

まとめ

(5 分）

【ワークショップ】

・	自分で見つけた食の課題を

解決する方法についてグ

ループで話し合い、ワーク

シートにまとめる。

・グループごとに発表する。

・	他グループの発表を聞いた

感想や意見を交流する。

・	生徒が見つけた課題につい

て、課題解決方法となる部

分を空欄にし、生徒自身が

穴埋めをしながら考えるこ

とができるような形式の

ワークシートを準備する。

ワークシート

ペン

タブレット

8．	評価規準に基づく本時の評価（評価方法）	

発言、行動観察、ワークシート

9.		学習方法および外部との連携	

・「世界の料理」給食で学習した国の料理を定期的に提供し、学習内容の定着を図る。	

・JICA 九州スタッフ、NPO 九州海外協力協会スタッフの方から授業参観した感想を生

徒に伝えていただくことで、生徒たちの自己肯定感を高める。

10.		学校内外で国際理解教育	

・授業実践を広める取り組み	

・世界の料理給食レシピの情報発信・寄宿舎食堂への資料掲示

11.	苦労した点 　生徒の知識や経験等に差があるため、題材や評価基準を設定する

ことが難しかった。指導を進めていく中で、生徒の反応を見ながら

指導内容を都度修正、調整を行った。

12.	改善点 ・	「30 年後も続けられそうな暮らしだと思う国」というランキング

テーマに対し、食べ物や飲み物がたくさんある国は長続きしそう、

物が少ない国は長続きしなさそうという意見が多く挙がった。持

続可能な暮らし方について考えるためのテーマだったが、生徒に

とって理解しやすくなるよう、具体的にヒントを出したり、発問

を工夫したりする必要があると感じた。

・	自分で見つけた課題解決方法の実現に向け、今後具体的な行動目

標をたてるために、各教科・領域において指導を進める必要がある。

13.		成果が出た点 　授業実践後、生徒から「アメリカに行ってハンバーガーをつくっ

てみたい。」「メキシコの死者の日の祭りを実際に見てみたい。」等の

発言があった。また、ワークショップのワークシートでは、課題解

決方法として「ごみを減らす」「畑を増やす」「手料理、加工されて

いない食べ物の消費を増やす」等の意見が挙がった。これらのこと

から、本単元を通して、日本と他国の違いを見つけ、日本のよさや

課題に気づき、よりよい食生活の実践方法について考えることがで

きたといえる。

【自己評価】
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14.	学びの軌跡

①　フォトランゲージ
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②　ランキング
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③　ワークショップ

【参考資料】

・知ってる？日本の食料事情 2022（農林水産省）

・クッキング自給率（計算ソフト）（農林水産省）

・	ワークショップ版　世界がもし 100 人の村だったら【第 6 版】	

（認定特定非営利活動法人　開発教育協会）

・写真で学ぼう！「地球の食卓」学習プラン 10　（認定特定非営利活動法人　開発教育協会）

・	フードマイレージ－どこからくる？私たちの食べ物－	

（認定特定非営利活動法人　開発教育協会）

・家庭 703　フードデザイン（実教出版）

・教師国内研修　報告書＆ワークショップ集（JICA 九州・JICA 沖縄）
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